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鹿児島市立南小学校 

 

～研究主題～ 

 

国語科における確かな表現力の育成 

～「話すこと・聞くこと」領域を中心に～ 

 

 

 

 

 国語は，あらゆる学問の基盤である。そして，人と人とをつなぐ大切な役割をも担う。 

これからの時代では，その国語を豊かに，そして高度に運用する能力が，より一層求め

られる。 

私たちは，このような時代の要請をふまえ，学校教育において，その基礎・基本をしっ

かりと身に付けさせていかなければならない。 

 そこで本校では，自分の思いや願いを豊かに伝え合うことのできる子供，他者とよりよ

い人間関係を言葉によって築き上げられる子供の姿をめざし，生きて働く確かな言葉の運

用能力を育てていきたいと考えた。 

それらを実現するため，本校の研究教科を言語の教育である国語科に設定し，これまで

の研究や児童の実態から「表現力」を中心課題として取り上げ，今後３年間の研究を以下

のように計画した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主題設定の理由 

研究計画 

 

 

「話すこと 

聞くこと」 

平成１６年度 

 

「書くこと」 

平成１８年度 

国語科における確かな表現力の育成 

伝
え
合
う
力 

他教科・領域で生きて働く国語の力 

平成１７年度 



 

 

 1 全体組織図 

 

 

 

 

※ 研究推進委員会（市教研）の構成 

    研修主任 推進委員長 教務主任 各班部長（２名）学年部部長（３名）  

 

 

 ＜公開研究授業＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜一人一授業＞ 

  ３つの公開研究授業以外にも，本年度は，より実践的な研究，授業を通した研究を推

進していくため，全学級担任が「一人一授業」を行った。 

 

【一人一授業の流れ】 

① 授業する日と授業したい単元を決め，指導案（略案 A4用紙１枚，様式１）を作る。 

② 学年会等で指導案検討を行う。 

③ 授業日１週間前までに指導案を全職員のポストに入れ，授業日の予告をする。 

④ 授業を行う。 

⑤ 授業後２週間くらいをめどに実践記録（A４用紙１枚，様式２）を作成し，ポスト

に入れる。 

⑥ １年間の総括として，「話すこと・聞くこと」指導事例集として全員分を冊子にま

とめる。 

※ 留意点  

 研究のため，過度の負担にならないよう以下の点に気をつける。 

○ 授業日や授業時間は，授業者自身が自由に決める。 

○ 授業の内容は国語科の「話すこと・聞くこと」領域に重点を置いたものにする。 

○ 指導案の作成については，規定の様式で A4 用紙１枚の範囲を守る。 

校長 教頭 研究推進委員会 
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研 修 
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実践研究班 
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研究の組織 

研究授業Ⅰ： ６月１６日 ２年３組  
「大事なことを落とさずに」（ともこさんはどこかな） 

研究授業Ⅱ： ９月２７日 ４年２組  
      「心に残る発表会をしよう」（十才を祝おう） 
研究授業Ⅲ：１１月１６日 ５年１組  

「話の組み立てや言葉づかいを考えてたずねよう」 
（インタビュー名人になろう） 

研究授業の推進 

 



○ 指導案検討は，授業者が必要とする場合のみ行い，基本的には授業者自身の構想に

まかせる。 

○ 授業の参観は，誰でも自由にしてよいが，同学年を中心に分担するなどして，学級

の子供たちが自習になることを極力避けるようにする。 

○ 参観した者は，授業者へのねぎらいの意味も含め，必ず指導案にコメントを添えて

渡すようにする。（見るだけの参観は避ける） 

○ 担任以外の先生方は，一人一授業の実施が難しいため，授業に支障がない限り，で

きるだけ参観してもらう形で，研究に協力してもらう。 

 

一人一授業のねらいは，「とりあえず自分もやってみる」ととらえている。 

子供たちに確かな表現力を育てていくためには，自分の学級の子供たちに，育てたいと

思う力を洗い出し，その実態に合った方法で，自ら実践してみるという研究方法が望まし

い。 

さらに，相互の授業を直接参観する機会ともなり，指導技術の向上にもつながる。また，

全員で作った指導案を指導事例集として次年度以降に生かせることも大きい。 

 

 

〔一人一授業の実施状況一覧〕 

 

※ 基礎･基本一覧番号については，『「話すこと・聞くこと」の基礎･基本一覧』表を参

照のこと 

※ 一人一授業の指導案様式については，鹿児島市国語主任担当者会が発行した「小学

校国語実践事例集第８号」Ｐ３０に掲載している。 

 

学

年 

授業 

学級 
単元名 教材 実施 

基礎・基本 

一覧番号 

１組 はっきりはなして，しっかりこう わたしのたからもの ２月 １５ 

２組 はっきりはなして，しっかりこう わたしのたからもの ２月 １５ 
１

年 
３組 はっきりはなして，しっかりこう わたしのたからもの ２月 １５ 

１組 ありがとうをとどけよう 自作教材 ３月 ３，４ 

２組 ありがとうをとどけよう 自作教材 ３月 ３，４ 
２

年 
３組 大事なことを落とさずに ともこさんはどこかな ６月 ２２ 

１組 調べたことを発表しよう みんなこどもだった 10月 １０ ３

年 ２組 調べたことを発表しよう みんなこどもだった 10月 １０ 

１組 心に残る発表会をしよう 十さいを祝おう ９月 ２３ ４

年 ２組 心に残る発表会をしよう 十さいを祝おう ９月 ２３ 

１組 話の組み立てや言葉づかいを考えてたずねよう インタビュー名人になろう 11月 １１ ５

年 ２組 話の組み立てや言葉づかいを考えてたずねよう インタビュー名人になろう 11月 １１ 

１組 工夫して発表しよう わたしの六年間 12月 １２ ６

年 ２組 工夫して発表しよう わたしの六年間 12月 １２ 



 

 

 

 

 ≪研究の柱≫ 

１．「話すこと・聞くこと」の基礎･基本とは何か？ 

２．「話すこと・聞くこと」を年間指導計画のどこに位置付けるか？ 

３．「話すこと・聞くこと」の力を育成する言語活動をどう開発するか？ 

４．「話すこと・聞くこと」をどう評価するか？  

５．音声言語として発音・発声指導をどう行っていくか？ 

「話すこと・聞くこと」の基礎･基本 

理論研究班では，「確かな表現力の育成」を実現していくために，本校児童に身に付けさ

せたい力の第一を，「発表力」であるととらえ，この「発表力」支えるために必要となる力

を普段の児童の姿から想定し，３０項目挙げた。つまり，これらが本校の考える「話すこ

と・聞くこと」の基礎・基本である。 

さらに，これら３０項目を指導内容ごとに分け，さらに学習指導要領に照らし合わせな

がら，「育てる時期」を設定した。 

◎のついている学年では，この項目について重点的にかつ，確実に指導しておく，○の

ついている学年では，継続的あるいは，体験的に学習させるという意味であり，黒塗りの

項目については，指導しない，または指導を終えているという意味である。 

これらの３０項目について，現在の学級の実態を各担任が３段階で評価し，理論研究班

で集約・整理したものが，以下の一覧である。 

研究の内容 



「話すこと・聞くこと」の基礎･基本一覧 

作成：鹿児島市立南小学校理論研究班 

育てる時期 
番 内容 基礎的・基本的力 育てておきたい具体的な子供の姿 

1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 

1 姿勢よく発表する力 しっかり立つ，相手の方を向くなど姿勢よく話す ◎ ◎         

2 発音に気をつけて話す力 はっきりした発音・発声で話す ◎ ◎ ○ ○     

3 適当な声量で話す力 聞きとりやすい声の大きさ（届く声・響く声）で話す ◎ ◎ ○ ○     

4 適当な速度で話す力 速すぎず，遅すぎず，間延びせず話す ○ ○ ◎ ◎     

5 丁寧な言葉遣いで話す力 場に応じて「です」「ます」などの丁寧語を用いて話す ○ ○ ◎ ◎     

6 敬語を用いて話す力 敬語を正しく用いて話す ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ 

7 

言
語
事
項 

共通語を用いて話す力 場に応じて共通語を用いて話す         ◎ ◎ 

8 話型に沿って話す力 基本話型「付け加えます」などを使って話す ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ 

9 順序に気をつけて話す力 時間の流れに沿って話す ◎ ◎ ○ ○     

10 筋道を立てて話す力 事実の後に意見を添えるなどの順序を理解して話す     ◎ ◎ ○ ○ 

11 的確な表現で話す力 自分の意図が伝わるよう話す順序を考えて話す         ◎ ◎ 

12 効果的な表現を工夫する力 相手を説得できるよう事例を複数あげるなどして話す         ◎ ◎ 

13 話題を選択する力 身近なところから話題を見つける ◎ ◎ ○ ○     

14 応答する力 ペアの対話などで，質問したり答えたりする ◎ ◎         

15 紹介する力 好きな本や家族，自己紹介など身近な話題を紹介する ◎ ◎ ○ ○     

16 説明する力 使い方や道順，遊び方などを分かりやすく説明する     ◎ ◎ ○ ○ 

17 報告する力 自分の調べたことなどの経過や結果を報告する     ◎ ◎ ◎ ◎ 

18 メモを見ながら話す力 スピーチメモを見ながら話す ○ ○ ◎ ◎     

19 メモを見ないで話す力 原稿やメモなどを用意した後，頭の中で整理して話す     ○ ○ ◎ ◎ 

20 資料を提示しながら話す力 壁新聞など自ら作成したものを提示しながら話す ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ 

21 

話
す
こ
と 

複数の資料などを提示して話す力 ブックトークをしたり写真図表などを複数提示しながら話す     ○ ○ ◎ ◎ 

22 話題に沿って話す力 話題からそれずに話す ◎ ◎ ○ ○     

23 立場を明確にして話す力 賛成・反対など自分の立場を明確にして話す     ◎ ◎ ○ ○ 

24 理由をつけて話す力 なぜそう考えたのか根拠を明確にして話す ◎ ◎ ○ ○     

25 関連付ける力 友達の意見と自分の意見を比較し，共通点を見つける ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ 

26 

話
し
合
う
こ
と 

否定・批判する力 友達の意見と自分の意見を比較し，相違点を見つける ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ 

27 大事なことを落とさずに聞く力 大事なことはなにか考えながら聞く。 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ 

28 話の中心に気をつけて聞く力 話の組み立てや事柄の順序を考えながら聞く。 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ 

29 意図を考えながら聞く力 話しての意図をとらえ，話の組み立てに注意しながら聞く。 ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ 

30 

聞
く
こ
と 

比較しながら聞く力 友達と自分の意見を比較し，共通点や相違点を見つける。 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ 

 

これら３０項目の力を，今年度の授業実践に生かすとともに，次度以降の指導計画に生

かせるよう，Ｈ１７年度版光村版教科書と照応させた言語活動例を低･中･高学年に分け，

示した。 



確かな「発表力」を支える基礎的・基本的力 

低学年の言語活動例 

確かな「発表力」を支える基礎的・基本的力の重点項目 
話型に沿って話す力 基本話型「付け加えます」などを使って話す 

順序に気をつけて話す力 時間の流れに沿って話す 

発音に気をつけて話す力 はっきりした発音・発声で話す 

適当な声量で話す力 聞きとりやすい声の大きさ（届く声・響く声）で話す 

応答する力 ペアの対話などで，質問したり答えたりする 

紹介する力 好きな本や家族，自己紹介など身近な話題を紹介する 

理由をつけて話す力 なぜそう考えたのか根拠を明確にして話す 

 
 
１年生 

教材名 言語活動例 出典 
どうぞよろしく 自己紹介 1年上 

たんけんしたよ，みつけたよ 
インタビュー 
学校探検の報告 

1年上 

すきなもの，おしえて 対話 1年上 
みんなにしらせたいこと 応答 1年上 
おみせやさんごっこをしよう ごっこあそび 1年下 

わたしは，なんでしょう 
問答 
クイズ 

1年下 

 
２年生 

教材名 言語活動例 出典 
ともこさんはどこかな 迷子探しゲーム ２年上 

あったらいいな，こんなもの 
対話 
紹介 

２年上 

何に見えるかな 
バズ･セッション 
説明 
応答 

２年下 

音やようすをあらわすことば 
紹介 
クイズ 

２年下 

低学年（特に１年生の入門期）においては，発音・音量などの言語事項について，詩の音読や暗唱，

文学的な文章の音読・群読などを計画的・継続的に取り組ませていく必要がある。 
また，ペアでの対話など，楽しく話せるような機会を多くもたせていくようにしたい。 



確かな「発表力」を支える基礎的・基本的力 

中学年の言語活動例 

 
確かな「発表力」を支える基礎的・基本的力の重点項目 
筋道を立てて話す力 事実の後に意見を添えるなどの順序を理解して話す 

報告する力 自分の調べたことなどの経過や結果を報告する 

話の中心に気をつけて聞く力 話の組み立てや事柄の順序を考えながら聞く。 

丁寧な言葉遣いで話す力 場に応じて「です」「ます」などの丁寧語を用いて話す 

メモを見ながら話す力 スピーチメモを見ながら話す 

資料を提示しながら話す力 壁新聞など自ら作成したものを提示しながら話す 

立場を明確にして話す力 賛成・反対など自分の立場を明確にして話す 

否定・批判する力 友達の意見と自分の意見を比較し，相違点を見つける 

 
 
 
３年生 

教材名 言語活動例 出典 
道あんないをしよう 道案内 ３年上 

分類ということ 
パネルディスカッション 
意見の分類 

３年上 

名前をつけよう 
バズ･セッション 
理由付け 

３年下 

漢字と友だち 
説明 
メモを見ながら話す 

３年下 

 
４年生 

教材名 言語活動例 出典 

伝言はまちがえずに 
伝言ゲーム 
メモをとりながら聞く 
電話の応答 

４年上 

伝え合うということ 
資料を提示して話す 
メモを見ながら話す・聞く 
バズ・セッション 

４年上 

話し合って決めよう 
パネルディスカッション 
バズ･セッション 

４年下 

言葉遊びの世界 言葉遊び大会 ４年下 
中学年では，グループでの会話（バズ･セッションやパネル･ディスカッション）を中心に，話す相手

を少しずつ広げていく。全体発表も多く取り入れて，慣れさせていきたい。 



確かな「発表力」を支える基礎的・基本的力 

高学年の言語活動例 

 
確かな「発表力」を支える基礎的・基本的力の重点項目 
敬語を用いて話す力 敬語を正しく用いて話す 

効果的な表現を工夫する力 相手を説得できるよう事例を複数あげるなどして話す 

メモを見ないで話す力 原稿やメモなどを用意した後，頭の中で整理して話す 

複数の資料などを提示して話す力 ブックトークをしたり写真図表などを複数提示しながら話す 

的確な表現で話す力 自分の意図が伝わるよう話す順序を考えて話す 

 
 
 
５年生 

教材名 言語活動例 出典 
インタビュー名人になろう インタビュー ５年上 

人と「もの」とのつき合い方 
資料を提示しながら話す 
ディベート 
環境発表会 

５年上 

「失敗」をめぐって 
パネルディスカッション 
意見の分類・整理 

５年下 

どんなとき，だれに 
共通語で話す 
敬語を用いて話す 

５年下 

 
６年生 

教材名 言語活動例 出典 
学級討論会をしよう ディベート ６年上 

みんなで生きる町 
資料を提示しながら話す 
報告 
提案 

６年上 

今，わたしは，ぼくは 
スピーチ 
メモを見ないで話す 
意図を明確にして話す 

６年下 

わたしたちの言葉 
フリートーキング 
言葉発表会 

６年下 

 ５年生では，共通語や敬語について直接指導できる教材が用意されているので，ここでしっかりと身

に付けさせていかなければならない。 
 また高学年では，ディベートを中心とした討論的な話し合い活動を積極的に取り上げるようにし，自

分の意見や考えを効果的に伝えられるように指導していきたい。 



第２学年 国語科学習指導案 
指導者 鹿児島市立南小学校 
３組担任 ○○○○ 

１ 単元名 大事なことを落とさずに ～「迷子さがしゲーム」をしよう！～ 
【教材 「ともこさんはどこかな」（光村２年上）】 

２ 単元設定の考え方 
(1) 単元について 
子どもたちは，これまで１年「よくきいて，あてよう」などの学習を通して，知らせたいことを

選んで，その特徴などを相手に分かりやすく話したり，特徴を聞き落とさないようにしながら興味

をもって聞いたりする能力を身に付けてきている。また，姿勢，口形などに注意して，はっきりし

た発音で話すことなどを学んできている。 
そこで本単元では，まず聞き手としての資質や能力を高めていくために，教科書教材「ともこさ

んはどこかな」を用いて，子どもたち自身に聞き落としてはならない大事なことは何かを「迷子さ

がしゲーム」という楽しい活動の中から見つけさせていく。次に，ペーパークラフトを用いた「立

体迷子さがしゲーム」を設定し，本単元での学習に対する意欲付けを図るとともに，話し手として

の資質・能力を高めていく。教科書教材を用いた迷子さがしゲームで，自ら見つけた，聞き落とし

てはならない大事なことを今度は，伝えなければならない大事なこととして，生かしていく。どの

ような特徴を，どのような順序で話すことが相手にとって分かりやすいのか，友達との対話の中で

遊びを通して学ばせていきたい。 
このような学習を通して子どもたちは，事柄の順序を整理して話したり，聞き落としてはならな

い大事なことを落とさないように注意して聞いたりする資質や能力が育つと思われる。 
ここでの学習は，話題選択の理由や話す順序を相手にとって分かりやすく工夫しながら話し合う

「話し方をくふうしてはっぴょうしよう」につながるものである。 
(2) 子どもの実態について 

調査方法：聞き取りテスト 実施日：６月８日(火) 時間：朝の会 実施児童数：２５名 
実際：聞き取りテストであることは事前に伝えず，「落し物をさがしてほしいのでメモ帳と鉛筆を

用意し，必要な場合はメモしなさい。」と指示した後，１回だけ以下の内容を伝えた。 

① メモをとりながら聞いた児童数 ７人／２５人 
② 聞き取りテストの結果 
【観  点】 
大事な事柄 

【氏名】 
山村なお 

【年齢】 
４歳 

【性別】 
女の子 

【目的物】 
財布 

【特徴１】 
青 

【特徴２】 
四角 

【特徴３】 
うさぎ 

メモへの同時記入 ０人 ０人 ０人 ３人 ５人 ４人 ３人 

記憶による事後記入 正答 ０人 
誤答 ５人 

正答１７人 
誤答 １人 

正答 ７人 
誤答 ０人 

正答１５人 
誤答 ０人 

正答１２人 
誤答 １人 

正答１０人 
誤答 ０人 

正答１４人 
誤答 ０人 

③ １人が同時に聞き取った観点の数 

④ 財布の特徴を３つとも落とさずに聞き取れた児童数 ６人／２５人 
  ⑤ 聞き取りの態度の観察 
   ○ いつもの連絡事項の１つといった感じで，ほぼ全員注意して聞いている様子はなかった。 

聞き取った数 ０ １つ ２つ ３つ ４つ ５つ ６つ ７つ ８つ 
人数 ４人 １人 ３人 ４人 ４人 ７人 １人 ０人 ０人 

「山村なおさんという４歳の女の子が財布を落としました。その財布の色は青で形は四角です。ウ

サギの模様があります。見かけた人は先生に教えてください。」 
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